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蘭
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K
･
P

･
M
の

一
考

察

I

-

そ
の

沿

革

並

に

現

状

IlH日日.._｢=Lrhnu
田

富

久

雄

序

二

五

･Pj
･
M
創
立
前
後
に
於
け
る
オ
ラ
ン
ダ
海
運

の
情
勢

二
t

E

･P<
･
M
の
創
業
時
代

三
t

E

･P<
･
M
の
第

7
期
鑓
展
時
代

四
'

Ⅹ

･Pl
･
H
の
第

二
期
沓
展
時
代

五
'
五

･Pl
･
班
の
現
状
と
其
の
課
題

序

過
去
半
世
紀
に
於
け
る
関
領
乗
印
度
の
経
済
的
畿
展
を
腐
る
と
き
は
､
何
人
も
K
･
h
･
班
の
名
に
よ

っ
て
知

ら
れ

る

K
on
inktijke

Paketvaart
M
aatsch
appij
(R
oy
al
P
ack
et
N
avi
g
ation
C
om
p

any)
の
果
し
た
重
要
な
る
役
割
を
見
逃
す
こ
と
は
出
釆
な
い
｡
外
領

の
鏡
定
､
開
蟹
､
植
民
､
探
検
､
等
の
各
種
の
部
面
に
於
て
此
の
食
紅
が
薗
領
東
印
度
の
経
済
的
畿
展
に
寄
興
し
た
る
と
こ
ろ
は
極
め
て

舶
印
荘

･P
･
班
の

一
考
察

(
六
八
九
)

八
九



節
七
十
谷

第

五
耽

(
六
九
〇
)

九
〇

大
な
る
も
の
が
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
そ
の
反
面
に
於
て
此
の
牛
世
紀
の
問
に
正
大
な
る
猫
占
鰭
に
ま
で
成
長
し
た
る

Ⅹ
･h
･M
は
､
今

日
そ
の
喝
占
的
地
位
に
附
随
す
る
弊
害
を
生
す
る
に
至
っ
て
居
る
こ
と
も
亦
､
之
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
｡

以
下
､
此
の
愈
杜
の
創
立
前
後
に
於
け
る
オ
ラ
ン
ダ
海
運
の
情
勢
を
略
述
L
P
常
食

壮
五
十
年
間
の
敬
展
の
あ
と
を
概
観
し
た
い
〇

一
八
六
九
年
~
ス
エ
ズ
運
河
が
開
通
し
'
歓
洲
と
蘭
鋳
東
印
度
と
の
距
離
は
著
し
-
短
縮
せ
ら
れ
'
そ
の
間
の
交
通
は
竜
､
質
共
に
剥

期
的
な
る
躍
進
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
｡
即
ち
､
従
来
､
帆
胎
に
よ
る
航
行
が
主
で
あ
ら

た
が
'
其
後
は
大
型
汽
胎
に
よ
る
航
蓮
が
之
に
代

第一表 バクビヤ港入梅船舶数

年 帆 船 意 丁是塩 p霊

埋 L些些ー3.077 496

1865 - - ニー.077 4961.0711874 1.628 62:1 566 447 三三.19-]

1875 i.773 615 1.041 746 2.8】4 1.36ユ

(Furnival1:NetherlandsIndia,p.206)

っ
た
の
で
あ
っ
た
｡
今
､
バ
ク
.ij
ヤ
港
入
港
船
舶
数
に
つ
き
常
時
の
状
態
を
見
れ
ば
上
表
の

通
-
で
あ
る
｡

常
時
に
於
て
は
(
一
八
七
八
年
頃
ま
で
は
)蘭
印
水
域
は
全
-
英
国
櫓
の
支
配
下
に
あ
り
､

賠
長

(S雷
per)
だ
け
は
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
が
'
オ

ラ
ン
ダ
に
於
て
建
造
せ
ら
れ
た
る

汽
船
は

l
隻
も
な
-
~
ボ
イ
ラ
ー
の
取
替
さ

へ
も
行
は
れ
や
､
全
ゆ
る
必
要
品
は
英
国
よ
り

(-
)

送
ら
れ
､
修
繕
も
新
嘉
牧
で
行
は
れ
た
｡
技
師
も
職
工
も
皆
英
国
人

で
あ

っ
た

｡

オ
ラ

ン
ダ
海
道
の
此
の
様
室
敦
過
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
史
上
'有
名
な
る
'強
制
栽
培
制
磨

(C
ul
tur
e

S
y
ste
m
)
と
之
に
伴
ふ
委
託
堅
実
制
度

(C
o
n
sig
n
m
ent
S
y

stem
)
に
鐸
せ
ら
れ
ね
ぼ
な
ら

(2
)

な
い
｡

此

の
制
度
の
下
に
於
て
は
オ
ラ
ン
ダ
の
海
蓮
業
者
は
猫
占
貿
易
の
結
果
'
市
場
が



確
保
せ
ら
れ
て
居
た
1
め
､
安
逸
に
流
れ
'
胎
舶
の
改
善
に
何
等
の
努
力
も
沸
は
ず
､
汽
飴
の
萄
明
も
之
に
注
意
を
向
け
ず
'
依
然
と
し

て
綬
漫
な
る
帆
胎
の
輸
送
に
扱
っ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
O
郵
便
航
路
で
さ
へ
も
､
英
国
が

一八

望
九
年
に
月

1
回
東
洋
向
け
航
路
を
開
始
(3
)

す
る
や
､
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
蚤
艦
を
派
遣
し
て
ジ
ャ
ワ
向
け
の
郵
便
と
旗
客
と
を
受
取
っ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
｡

ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
及
び
之
と
時
を
同
じ
う
し
て
行
は
れ
た
砂
糖
貿
易
の
猫
占
の
贋
止
と
差
別
関
税
の
撤
厳
に
よ
り
.
オ
ラ
ン
ダ
渥
蓮
は

新
鋭
航
洋
汽
胎
を
以
て
す
る
外
囲
海
運
の
読
替
に
曝
さ
れ
る
に
至
っ
た
.
此
慶
に
G
.て
嘗
て
は
家
の
数
よ
り
胎
の
数
の
方
が
多
S
と
云
は

(4
)

れ
'
世
界
に
誇

っ
た
オ
ラ
ン
ダ
海
道

は

重
大
な
る
危
機
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
｡

此
の
情
勢
に
鑑
み
て
.
義
に
オ
ラ
ン
ダ
海
運
再
建
の
問
題
が
違
剣
に
取
上
げ
ら
れ
.

1
八
七

〇
年
'
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
ネ
-
デ
ル
ラ

(5
)

ン
ド
汽
胎
食
紅
(Stoom
vaart
M
aatschappij
"N
e
d
e
r

tand"
)

が

設
立
せ
ら
れ
'
航
洋
汽
船
を
海
外
よ
り
購
入
し
'
之
を
蓬
持
す
る

機
閲
士
も
外
国
人
を
招
聴
し
て
本
国
薗
印
問
に
郵
便
航
路
を
開
き
'
鋭
意
オ
ラ
ン
ダ
醇
蓮
の
建
直
し
が
行
は
れ
た
｡

一
八
八
三
年
に
は
ロ

(
6
)

ツ
テ
ル
ダ
ム
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
･
ロ
イ
ド

(R
otterdams
c

he
L
loy
d
)

が
設
立
せ
ら
れ
､

一
八
八
七
年
に
は
此
の
両
社
に
よ
っ
て
所
謂

(7
)

ロ
イ
ヤ
ル
･
ダ
ッ
チ
メ
イ
ル
･
コ
ン
バ
イ
ン

(R
o
y
at
D
u
tch
M
ait
C
om
bin
e
)

が

成
立
し
た
O

か
-
し
て
オ
ラ
ン
ダ
渥
蓮
の
再
建
工
作
は
順
調
に
進
捗
し
た
が
､
蘭
印
諸
島
問
の
航
海
は
依
然
､
英
国
胎
の
手
中
に
あ
っ
た
1
め
､
之

を
オ
ラ
ン
ダ
に
回
復
す
べ
-
､
前
記
耐
政
の
共
同
出
資
に
て

1
八
八
八
年
K
･
P･
･
P
.
(
K

o
n
in
k
h
tjk
e

P
a
ck
et
v
a
a
r
t
M

a
a
ts
c
h
a

ppij)
な

る
合
致
が
設
立
さ
れ
'
此
の
合
致
は

1
八
九

一
年
よ
-
英
国
の
合
証
に
代
っ
て
簡
印
諸
島
問
の
航
蓮
を
経
営
す
る
に
至
っ
た
｡

創
立
以
釆
牛
世
紀
を
経
た

一
九
三
九
年
現
在
に
於
て
E
･
P<
･
班
は

1
三
四
隻
'
三
十
二
寓
九
千
頓
の
敗
舶
を
有
し
て
､
そ
フ
ン
ダ
第

1

柵
印
E

･Pl
･
皿
の
1
考
案

(大
九

l
)

丸

山



第
七
十
番

第
五
沸

(
六
九
二
)

九
二

の
大
汽
船
食
紅
と
な
-
､
蘭
印
内
の
仝
ゆ
る
港
に
､
好
船
､
起
重
機
へ
埠
頭
を
所
有
し
'
船
渠
業
'
倉
庫
業
､
其
他
各
種
事
業
に
参
加
し
'

蘭
印
諸
島
間
の
積
荷
を
支
配
し
､
自
家
凋
石
衣
を
供
給
す
る
た
め
に
南
ス
マ
･L
Jフ
に
宋
暁
を
有
し
て
居
る
｡
蘭
印
政
府
と
も
密
接
な
る
関

係
を
維
持
し
､
重
役
の
任
命
は
政
府
の
認
可
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
-
､
仝
ゆ
る
記
録
や
計
算
は
政
府
の
要
求
あ
る
場
合
は
随
時
之
を
そ

の
間
党
に
供
す
る
義
務
を
負
ふ
て
居
る
の
で
あ
る
｡
侍
.
政
府
の
勘
定
に
よ
る
郵
便
や
貨
客
の
輸
迭
以
外
の
義
務
の
代
償
と
し
て
年
額
二

へ8
)

○
露
層
の
補
助
金
を
支
給
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る

｡

次
節
以
下
に
於
て
'
主
と
し
て

N
eth
erland
s

lndies,E
conom
isch
W
eekbtad
voor
N
edL
n
di6,L
toyd.sR
e

gi
stero
f

Shipping

等
を
参
考
と
し
て
､
そ
の
創
立
以
来
の
哉
展
の
あ
と
を
略
述
し
.
現
状
に
及
び
た
い
｡

(
託
1
)
F

ur2
ValL
:
"
Netherlan
d
s
lndia
"

p
.

.206.

(
註
2
)

i
b
id,
P

R
O
S
.
p

33).

(
鼓
3
)
i
b
i

d

p

2
0
6
.

(
註
4
)
オ

ラ

ン

ダ
兼

印

度
曾
融

の
最
隆
盛
期
に
は
コ
ル
ベ
ー
ル
の
計
算

に
よ
れ
ば
'
常
時
温
洋
に
あ
る
こ
高

の
舶
舶
中

1
寓
五
千
乃
至

1
璽

ハ
千
は
オ

ラ
ン

ダ
の
国
旗
を
掲
揚

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
｡
(
大
鹿
魚
椎

｢
各
国
抵
民
地
及
舷
民
史
の
研
究
｣

三
四
-
五
貫
)
｡

(
鼓
5
)

一
九
三
九
年
現
在

に
於
け
る
所
有
船
舶
は
三
三
隻
'
そ
の
絶
噸
数
は
三
十
蘭
二
千
億
噸
で
あ

っ
た
o
(L
to
y
d
､s
R
e
gi
ste
r
に
掠
る
)

(
註
6
)

i
九
三
九
年
現
在
に
於
け
る
所
有
舶
舶
は
三
三
隻
､
そ
の
絶
噸
数
は
二
十
七
寓
三
千
飴
噸
で
あ

っ
た
o
(
同

右
)

(
註
7
)

オ
ラ

ン
ダ
本
国
と
蘭
鋸
印
度
と
を
給
ぷ
郵
便
航
路
で
今
次
大
戦
勃
鼓
ま
で
'
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
及
び
バ
ク
ビ
ヤ
よ
り
相
互
に
週

7
回
の
運
航
が

行
は
れ
て
居
た
｡

(
鼓
8
)

T
h
irty
･eig
hth
R
eporto
f

the
Zm
perial
Sh
ip
p
ir)g

C

om
mi
ttee
;
Bri
t
is
h

Shipp
in
g

in

t
h
e

O
r
i
e
n
t

p

2
4･



二

Ⅹ
･
p
･
班
の
畿
展
史
を
仔
細
に
親
祭
す
る
麓
に
は
､

一
八
五
九
年
迄
潮
ら
ね
ば
な
ら
な
い
｡
此
の
年
に
､
は
じ
め
て
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ

る
私
営
の
海
運
業
が
蘭
印
に
於
て
組
織
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
ま
で
は
蘭
印
に
は
､
英
国
の

M
actain
e
W
atson
商
倉
の
所
有

に
か
1
る
只

一
隻
の
私
営
汽
胎

K
on
in
gin
d
er
N
eder-anden
が
航
蓮
に
従
事
し
て
居
た
だ
け
で
あ
-
､
政
府
所
有
の
ス
ク
ー
ナ
-
舵

や
軍
艦
が
諸
島
の
問
を
航
海
し
て
は
居
た
が
､
主
と
し
て
軍
隊
や
官
吏
の
稔
速
に
常
っ
て
居
た
の
で
あ
っ
て
'
私
営
企
業
は
著
し
い
例
外

を
な
し
て
居
た
の
で
あ
っ
た
｡

1
八
五
九
年
に
政
府
は
退
役
海
軍
士
官

W
.
C
oleSd
e
V
ri
es
氏
と
契
約
を
結
び
.
補
助
金
年
額

1
0
寓
眉
を
交
付
し
て
､
蘭
印
に
於

て
海
運
業
を
経
営
せ
し
め
た
O
そ
の
航
路
は
バ
ク
ビ
ヤ
'
バ
グ
ン
問
.
バ
グ
ビ
ヤ
'
ス
マ
ラ
ン
､
ス
ラ
バ
ヤ
､
マ
カ
ツ
サ
ル
問
､
及
び
後

に
は
ア
ム
ボ
ン
'
テ
ル
ナ
チ
を
経
て
メ
ナ
ド
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
｡

政
府
と
'
C
ores
d
e
V
ri
es
氏
と
の
契
約
は

一
八
六
六
年
に
満
期
と
な
る
筈
で
あ
っ
た
か
ら
'

一
八
六
三
年
に
新
し
い
入
札
が
行
は
れ

た
｡
入
札
の
侯
件
と
し
て
は
.
(
一
)既
存
の
航
路
は
よ
-
頻
繁
に
運
航
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
､
(
二
)
運
航
理
数
は
四
堅

事

理

(従

前
は

1
常
九
千
浬
で
あ
っ
た
)
た
る
べ
き
こ
と
が
要
求
せ
ら
れ
た
｡
此
の
事
業
は
最
低
額
の
補
助
金
要
求
者
た
る
EL
ン
ド
ン
の
海
運
業
者

H
.
0
.
R
obinson
氏
に
よ
っ
て
蕗
札
せ
ら
れ
た
.

(
註
'
常
時
に
於
て
は
補
助
金
要
求
鶴
の
最
も
少
な
き
入
札
者
と
契
約
が
結
ば
れ
る
倍
行
で
あ
っ

た
O
)

そ
の
煤
件
は

1
浬
嘗
-
の
補
助
金
六
･
六
七
眉
で
あ
っ
た
o

R
ob
in
son
氏
は
自
己
の
接
待
せ
る
特
許
樺

(
n
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
)
に
基

い
て
薗
印
汽
帝
昏
政

(
N
ederta
ndscheん
nd
ische
Stoom
vaart
M
aatschap
p
ij)
を
設
立
し
'
此
の
食
紅
の
営
業
は

一
八
六
六
年

一
月

･
蘭
印
E
･-P
･
班
の

1
考
察

(
六
九
三
)

九

三



第
七
十
春

菊
五
班

(
六
九
四
)

九
四

1
日
よ
-
開
始
せ
ら
れ
た
｡
所
有
胎
舶
は
十
笠
で
､
そ
の
各
室
の
絶
噸
数
は
二
百
噸
乃
至

1
千
噸
で
あ
っ
た
｡
此
の
食
紅
は
そ
の
純
然
た

る
オ
ラ
ン
ダ
名
に
も
不
殉
'
主
た
る
事
務
所
を

ロ
ン
ド
ン
に
置
-
英
国
の
愈
政
で
あ
っ
た
か
ら
'
契
約
煤
項
は
恵
寛
に
守
っ
た

け

れ

ど

も
､
契
約
以
外
の
事
項
に
関
し
て
は
自
虹
の
利
益
を
中
心
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
多
-
､
そ
の
弊
害
が
著
し
-
あ
ら
は
れ
る
に
至
っ
た
.

特
に
ア
ツ
チ

エ
戦
争
の
際
に
此
の
映
鮎
が
痛
感
せ
ら
れ
た
｡

此
庭
に
於
て
オ
ラ
ン
ダ
の
識
者
は
之
を
菱

へ
て
拒
民
大
臣
に
封
し
て
純
粋
の
オ
ラ
ン
ダ
企
業
に
よ
っ
て
蘭
印
の
海
運
業
を
経
営
す
る
こ

と
を
租
か
に
許
可
さ
れ
た
き
旨
を
要
請
し
た
｡
此
の
要
求
に
は
多
数
の
商
業
合
議
所
も
支
援
を
輿

へ
た
の
で
あ
っ
た
｡
綻
雅
､
蘭
印
で
は

公
開
入
札
が
行
は
れ
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
が
'植
民
大
臣
は
諸
般
の
事
情
に
鑑
み
内
密
の
申
出
も
亦
'考
慮
に
入
れ
る
旨
を
宣
言
し
た
｡

こ
れ
は
常
時
の
オ
ラ
ン
ダ
の
海
運
の
資
力
を
以
て
し
て
は
優
勢
な
る
英
国
海
運
業
者
と
公
開
入
札
を
寧
ふ
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に

も
よ
る
の
で
あ
る
｡
此
の
宣
言
が
行
は
れ
る
や
､
ネ
-
デ
ル
ラ
ン
ド
汽
陪
食
政

(Sto
om
vaart
M
aatsc
happij
"Nederland"
)及
び
'
ロ

ッ
テ
ル
ダ
ム

･
1
イ
ド

(
R
otterd
amsche
u
o
y
d
)
の開

放
が
共
同
し
て
此
の
専
業

を経

営
し

よ
う
と
企
て
た
｡

此
れ
に
要
す
る
資
金
の

(1
)

調
達
に
程
々

の
同
姓
が
あ

っ
た

が
へオ
ラ
ン

ダ
商
事

合
祉
(

N
ed
ertand
sch
e
H
a
n
d
el
sma
a

tsch
app
ij)
の
イ

ン
シ

ャ

テ
イ
ヴ
に
よ
-
両
社

の
共
同
出
資
に
よ
る
こ
と
と
し
て
資
金
調
達
の
問
題
は
解
決
し
た
｡
そ
の
結
果
'

1
八
八
七
年
六
月
二
十

1
日
に

J.
B
oissevain
()836

-
)904,),
W
･
R
u
y
s
(
18
37
-
190)),
及
び

P･

E
･
T
eg
etb
erg
()8
38
1
)9)7)
の
三
氏
に
よ
っ
て
蘭
印
に
海
道
禽
政
を
設
立
す
る
こ

と
を
許
可
さ
れ
た
き
旨
の
請
願
書
が
植
民
大
臣
に
提
出
せ
ら
れ
た
O
此
れ
に
関
す
る
法
案
は

1
八
八
八
年
三
月
に
開
院
を
通
過
し
て
~
同

年
七
月
五
日
に
契
約
は
蘭
印
で
締
結
せ
ら
れ
た
｡
此
の
契
約
に
よ
る
特
許
椿
に
基
き
､
そ
れ
よ
り
十
日
後
に

K
on
in
litijk
e
P

a
k
e
t

vaart



M

a
a
t
s

chappij
と
稲
せ
ら
れ
る
新
合
政
が
設
立
せ
ら
れ
た
｡

蘭
印
に
於
け
る
支
配
人
(H
oofdagent)
と
し
て
､
ネ
-
デ
ル
ラ
ン
ド
汽
船
曾
杜
の
前
脚
皿
祁
役

O
p
ten
N
oort
氏
が
任
命
せ
ら
れ
た
o

同
氏
は

一
八
九
〇
年
四
日
に
蘭
印
に
赴
任
L
F
着
任
後
直
ち
に
､
庶
務
部
長

L
･
L
am
bach
氏
を
帯
同
し
て
オ
ラ
ン
ダ
本
国
よ
り
回
航
さ

れ
た
新
造
胎
C
a
m
ph
uys(二
'
七
七
六
噸
)
に
搭
じ
て
諸
島
巡
回
の
途
に
上
っ
た
｡
此
の
旅
行
は
爾
後
の
Ⅹ

･ヤ
･
M
の
粍
皆
に
と
っ
て
極
め

て
有
益
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
っ
た
｡
此
の
旅
行
終
了
後
､
更
に
ニ
ケ
何
問
.
開
業
準
備
に
忙
殺
さ
れ
た
後
'
政
府
と

R
ob
in
so
n

氏
と
の
契
約
が
満
期
と
な
っ
た

1
八
九

1
年

一
月

l
日
に
至
り
'
正
式
に
そ
の
業
務
を
開
始
す
る
蒲
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
Q

か
-
し
て
営
業
を
開
始
し
た
K

･.S<
･
北
も
そ
の
畢
初
の

一
年
は
多
難
で
あ
っ
た
｡
支
配
人

O
p
te
n
N
oort
氏
は
病
を
得
て
縮
図
の
己

む
な
き
に
至
-
､
村
民
の
後
任
と
し
て

D
aendels総
督
と
親
交
あ
っ
た
E
,
G
･T
a
y
lo
r
氏
が
任
命
せ
ら
れ
た
が
､
間
も
な
く
､
E

･Pi
･

班
の
重
要
性
を
政
府
に
認
識
せ
し
む
る
横
合
が
到
来
し
た
｡
即
ち
'

1
八
九
四
年
に
ロ
ム
ポ
ク
に
昼
勤
が
勃
頚
し
た
が
比
の
際
正

･P<
･
M

は
極
め
て
短
時
間
に
十

一
菱
の
軍
隊
輸
送
船
を
調
達
し
た
の
で
あ
っ
た
｡
尤
も
之
に
よ
っ
て
K

･ア
･
M
の
通
常
の
営
業
が
支
障
を
来
し
た

こ
と
は
明
か
で
あ
っ
た
｡
支
配
人
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
塗
っ
た
報
菅
書
に
も

｢
我
配
の
営
業
の
弼
力
投
は
今
や
そ
の
極
限
に
達
し
た
｣

と
述
べ
ら
れ
て
居
た
と
云
ふ
.

一
八
九
六
年
の
ア
ツ
チ
ェ
の
親
風
の
鎮
定
に
於
て
も
.
セ
レ
べ
ス
の
平
定
に
於
て
も
K
･P<
･M
が
政
府
に

封
し
て
毒
し
た
所
は
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
O

放
客
及
貨
物
の
輸
送
増
加
に
よ
り
'
商
櫓
除
の
蹟
充
の
必
要
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
ー
新
蛤
建
造
の
註
文
が
オ
ラ
ン
ダ
の
造
捨
所
に
牽
せ

ら
れ
た
｡
K
･P<
･
班
の
階
調
な
る
畿
展

-
そ
れ
は
全
蘭
印
の
事
業
界
と
歩
調
を
合
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が

～
オ
ラ
ン
ダ
英
他
各
方
面

尉
印
E

･P<
･
M
の
一
考
察

(
六
九
五
)

九
五



第
七
十
巻

第
五
班

へ
六
九
六
)

九

六

に
於
て
屍
ち
待
た
る
印
象
は
甚
だ
良
好
で
あ
っ
た
銭
に
､
既
に
]
八
九
八
年
に
於
て
政
府
よ
-
Ⅹ
･
p
･
M
に
封
し
て
'

一
九
〇
五
年
に
満

期
と
な
る
べ
き
契
約
を
補
助
金
を
減
額
の
上
に
て
延
長
し
た
い
と
の
申
入
れ
が
な
さ
れ
た
.
之
に
封
し
て
K
･
p⊥
･
Pl側
も
異
存
な
-
ー
早

-
も

1
八
九
九
年
に
政
府
と
の
新
契
約
は
議
倉
に
よ
っ
て
確
認
せ
ら
れ
た
｡
比
の
契
約
延
長
の
時
に
就
航
中
叉
は
建
造
中
の
塘
舶
些

一四

隻
に
上
-
.
絶
噸
数
は
四
三
'
三

二
七
喝
で
あ
っ
た
が
t

l
九
C
六
年
に
は
四
六
隻
､
六

l
'
五
六
六
噸
に
達
し
た
｡
此
の
際
考
慮
に
入
れ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
古
胎
は
茸
却
或
ひ
は
解
隠
さ
れ
'
之
に
代
っ
て
噸
数
の
よ
-
大
な
る
新
船
が
建
造
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
o

l
九
〇
六
年
.
支
配
人

T
ay
to
r
氏
は
賜
暇
に
て
本
閥
に
掃
-
､
翌
年
そ
の
職
を
去
っ
た
o
K
･
P･
･
M
の
支
配
人
の
地
位
は
そ
の
創
立

常
時
よ
-
勘
潰
し
て
来
た

L.J.L
a

m
bach
氏
に
よ
っ
て
糟
襲
せ
ら
れ
､
同
氏
の
就
任
と
共
に
K
･
P
･
班
は
そ
の
新
し
い
時
代
を
迎

へ

た
の
で
あ
る
O

(
註
1
)

オ

ラ

ン
ダ
商
事
食
紅
は

1
八
二
四
年
国
王
の
日
雀

に
基

い
て
設
立
せ
ら
れ
た
骨
証
で
あ
っ
て
'
張
倒
栽
培
制
度
の
下
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
た
砂

糖
'
翻
排
'

藍
等
は
此
の
骨
政
に
委
託
販
電
せ
ら
れ
た
O

三

一
九
〇
六
年
よ
-
欧
洲
大
戦
勃
篭
の

l
九

一
四
年
迄
は
K
･
P
･
M
の
日
醒
し
い
曜
進
の
時
期
で
あ
っ
た
｡
そ
の
船
舶
は
四
六
隻
､
六

一
'
五
五
六
噸
よ
-
､
八
八
菱
､

1
四
七
'
五
川
五
噸
に
増
加
し
た
｡
之
は
茸
に
隻
数
に
於
て
九

一
%
'
噸
数
に
於
て

三

一九
%
の
激
増
で

あ
っ
た
｡
こ
れ
は
常
時
､
熱
帯
登
臨
の
開
著
を
目
的
と
す
る
外
囲
資
本
'
主
と
し
て
英
国
資
本
の
流
入
が
漸
-
著
し
-
な
つ
た
こ
と
､
及

び
従
爽
久
し
き
に
亙
っ
て
赦
乱
の
止
む
こ
と
の
な
か
っ
た
7
ツ
チ
ェ
が

一
九
〇
凶
年
に
略
.
平
定
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
-
開
費
が
容
易
と



な
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
が
~
ア
ツ
チ
ェ
t平
定
の
功
聾
者
に
し
て
時
の
蘭
印
紙
督

V
an
H
eut2:
氏
の
採
用
せ
る
積
極
的
開
畿
政
策

も
興
っ
て
力
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
外
領
の
閉
篭
に
力
が
注
が
れ
'
一
九
〇
五
年
に
は
ス
マ
ト
ラ
の

Lam
p.ng
部
に
最
初
の
移
民
が
迭

第 二 衣

私人商品輸出額 (首寓居)

Furnivall:NetberlandIndia,
p336.

ら
れ
た
｡
外
領
の
生
産
力
の
増
加
も
著
し
-
､
之
は
そ
の
輸
出
の
数
字
に
も

反
映
し
て
居
る
の
で
あ
る
｡
即
ち
上
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
｡

一
九
〇
八
年
に
は
特
筆
す
べ
き
二
つ
の
新
計
墓
が
茸
蒐
せ
ら
れ
た
｡
そ
の
一

は
ジ
ャ
ワ
の
詔
港
と
ス
マ
ト
ラ
の
べ
ラ
ワ
ン
･
デ
リ
ー
と
の
間
を
結
ぶ
週

l
回

の
急
行
便
の
開
始
で
あ
-
､
他
は
ジ
ャ
ワ
'
濠
洲
問
の
新
航
路
の
開
設
で
あ
っ

た
｡
此
の
両
者
は
共
に
K

･ア
･
班
の
爾
後
の
哉
展
に
封
し
て
大
な
る
意
義
を
有

し
て
居
た
O

'ジ
ャ
ワ
､
デ
リ
ー
問
の
急
行
便
は
常
時
蘭
印
に
於
け
る
鼓
も
近
代
的
な
汽
賠

R
u
m
phuys
(
二
'
五
四
八
頓
､

一
四
節
)
に
よ
っ
て
閃

か
れ
た
O
濠
洲
航
路
の
開
設
は

V
an
H
eutZ
絶
督
の
敬
意
に
よ
る
も
の
で
あ
-
'
最
初
は
そ
の
成
功
が
疑
は
れ
た
が
葦
確
の
結
果
は
好

結
果
を
見
た
O
此
の
航
路
は

1
九
〇
八
年
七
月
に
汽
胎

L
e
M
aire
(
三
､
二
七

一
噸
'

一
〇
節
)
及
び

V
an
Spitbelgen
(三
'
二
三
七

噸
､

〓

節
)
の
二
葉
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
ー
月

一
回
の
定
期
航
海
が
行
は
れ
た
｡
後
に
三
千
噸
級
の

V
an
L
in
sch
oten
(三
'
〇
〇
四

噸
)
及
び

V
an
W
aerw
ijck
(三
㌧
〇
四
〇
噸
'

二

節
)
が
之
に
代
-
､
更
に
1
九

1
三
年
に
至
っ
て
､
此
の
航
路
の
た
め
に
特
に
建

造
せ
ら
れ
た
五
千
噸
級
の
汽
船

H
outm
an
及
び

T

asm
an
の
両
船
の
就
航
を
見
る
に
至
っ
た
9
此
等
の
両
船
に
は
特
に
濠
洲
の
肉
顛

蘭
印
Ⅹ

･P<
･
班
の

1
考
察

二
ハ
九
七
)

九
七



第

七
十
番

.､
茄
五
聯

二
ハ
九
八
)

九

八

や
冷
凍
魚
､
酪
農
品
や
新
鮮
な
る
頻
寛
の
如
き
も
の
ゝ
輸
塗
に
適
ず
る
冷
蒋
設
備
が
な
さ
射
て
居
た
の
で
あ
っ
て
'
蘭
印
と
濠
洲
と
の
貿

易
は
着
々
と
増
加
の
注
を
辿
-
､
両
地
問
の
旅
客
の
除
法
も
亦
､
増
加
を
見
る
に
至
っ
た
｡

か
-
し
て
増
大
す
る
積
荷
や
旅
客
に
封
し
て

は

H
outm
an
及
び
T
asm
an
の
柄
船
も
速
に
船
腹
の
狭
少
を
菅
ぐ
る
に
至
っ
た
か
ら
､

一
九
一六

年
に
は
近
代
的
な
る

一
薦

一
千
噸
級

の
タ
ー
ビ
ン
賠

N
ieu
w
H
o
t1o
n

d
及
び

N
ieuw
Zeeland
の
二
葉
が
此
の
紙
に
就
航
し
た
｡

誌
へ
今
日
汝
洲

(
は
茶

･
ゴ
ム
･
檎
推
知
が
輸
出
さ
れ
'
小
歩
粉

･
バ
タ
ー
･
肉
類

･
皮
革
等
が
輸
入
さ
れ
て
居
る

侍
､
此
の
外

一
九

)
〇
年
に
は
タ
イ
図
へ
の
航
路
が
開
か
れ
た
o

x
･
p
･
M
の
速
か
な
る
成
長
哉
展
に
伴
ひ
二

九

二

年
に
は
そ
の
職
制
が
改
革
せ
ら
れ
へ
そ
の
本
接
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
よ
-
''(
タ
ビ

ヤ
に
移
さ
れ
た
｡
餌
ち
バ
ク
ビ
ヤ
に
P

r

esid
en
t･D
irecteur
を
置
き
､
L
a
m
bach
氏
が
之
に
就
任
し
､
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
A

d
m
in･

istrator
に
代

へ
て

D
irecteur
を
斑
-
こ
と
1
し
た
｡

1
九

1
四
年
の
欽
洲
大
戦
の
勃
磯
に
よ
-
て
生
じ
た
経
済
情
勢
の
変
化
に
魔
じ
て
､
K
･f
･
Pl
の
活
動
分
野
に
新
し
い
部
面
が
開
か
れ

た
｡
即
ち
､

一
九

一
五
年
に
は
ビ
ル
マ
へ
航
路
が
延
長
せ
ら
れ
､

1
九

1
六
年
に
は
デ
リ
ー
よ
-
'
新
嘉
披
経
由
で
香
港
､
汎
頭
'
庭
門

等
の
支
那
諸
島

へ
急
行
便
が
開
始
せ
ら
れ
た
.
K
･
P<
･
班
の
傭
船
は
遠
-
ス
エ
ズ
ー
マ
ウ
リ
ジ
ャ
ス
'
ポ
ム
ベ
イ
及
び
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
迄
も
航
行
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

一
九

一
八
年
の
大
戦
終
了
後
.
経
済
界
は
深
刻
な
る
不
況
に
苦
し
み
､
此
の
不
況
は
基
礎
の
強
固
な
る
K
･P
･
M
に
封
し
て
も
そ
の
影

響
を
及
ぼ
さ
す
に
は
居
な
か
っ
た
｡
従
っ
て
Ⅹ
･
γ
･
M
の
業
務
の
仝
ゆ
る
部
門
に
於
て
縮
減
が
行
は
れ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
｡



四

や
が
て
戦
後
の
反
動
的
不
景
気
時
代
が
過
ぎ
る
と
.
故
に
ま
た
経
済
界
は
好
景
気
を
迎

へ
た
の
で
あ
っ
た
｡
即
ち
t

T
九
二
五
年
に
は

異
常
な
る
好
況
が
訪
れ
.
蘭
印
生
産
物
の
情
格
は
著
し
-
騰
貴
し
､
特
に
ゴ
ム
栽
培
業
ほ
そ
の
黄
金
時
代
を
迎

へ
た
の
で
あ
っ
た
｡
此
の

好
景
気
は
Ⅹ

･p<
･M
の
業
績
を
著
し
-
改
良
せ
し
め
た
〇

一
九
二
五
年
十
二
月
三
十
日
の
法
律
に
よ
り
､
政
府
と
K

･ア
･
M
と
の
契
約
は

延
長
せ
ら
れ
､

一
九
二
六
年
三
月
五
日
､
新
契
約
は
蘭
印
に
於
て
そ
の
調
印
を
見
た
｡

経
済
界
の
好
況
に
鑑
み
.
食
紅
は
再
び
､
商
船
隊
の
蹟
充
に
着
手
し
､
苗
粒
を
新
醇
に
代

へ
､
恐
慌
の
年
以
前
の
最
高
水
準
に
迄
'
所

有
船
腹
を
増
大
せ
ん
と
企
て
る

一
方
､
観
光
客
の
誘
致
と
海
外
航
路
の
携
張
と
に
乗
出
し
潅
｡
か
-
し
て
1
九
二
六
年
よ
り
三
〇
年
迄
の

間
に
六
十
菱
を
遇
え
る
新
造
船
が
加
っ
た
が
'
そ
の
中
で
も
有
名
な
る
も
の
を
撃

げ
れ

ば
'
デ
リ
ー
-

海
峡
植
民
地

～
支
部
線
の

C
rerr)er
(
四
'
六
〇
八
噸
､

1
三
翫
)
及
び

V
a
n
H
eu
tsZ
(
四
､
五
五
二
噸
'

1
三
筋
)
ジ
ャ
ワ
-
デ
サ
ー
急
行
便
の
O
p
ten
N
oort

(
六
､
〇
七
六
噸
､

l
末
節
)
濠
洲
級
の

N
ieuw
H

otland
(二
.C
)六
九
噸
､

l
五
節
)
及
び

N
ieuw
Zee]and
(
〓

'
〇
六
六
噸
､

1
五
節
)
ジ
ヤ
ヮ

-
バ
グ
ン
急
行
便
の

O
p
h
ir
(四
二

t
五
噸
､

1
五
節
)
で
あ
っ
た
O

観
光
事
業
へ
の
進
出

1
九
二
六
年
よ
-
恐
慌
袈
乗
の
年
た
る
一
九
三
〇
年
迄
の
間
に
､
貨
物
の
輸
法
は
堅
苦
な
る
増
加
を
示
し
'
同

時
に
ま
た
旅
客
の
増
加
も
見
ら
れ
た
｡
K

･γ
･
北
は
進
ん
で
旅
客
の
誘
致
を
は
か
る
べ
-
､
紐
育
及
桑
港
に
そ
の
事
務
所
を
開
設
し
.
7

メ
リ
カ
の
多
数
の
数
行
協
合
と
連
絡
を
緊
密
な
ら
し
め
た
｡
此
れ
に
よ
っ
て
､
ア
メ
サ
カ
人
に
蘭
印
の
事
情
に
関
し
て
正
し
S
認
識
を
輿

へ
'
旅
行
者
の
誘
致
に
大
い
に
蓋
す
所
が
あ
っ
た
O
唯
に
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
､
世
界
の
放
行
者
を
し
て
蘭
印
の
観
光
族
行
を
思
空
也

南
印
正

｡P
･
班
の

1
考
察

ハ
六
九
九
)

九
九



餌

七
十
懲

第
五
故

(
七

〇
〇
)

一〇
〇

た
せ
る
の
に
役
立
っ
た
｡
荘
･
γ
･
M
は
ま
た
､
外
人
観
光
客
の
問
に
有
名
な
る
.ハ
サ
島
に
バ

ブ
･
ホ
テ
ル
を
経
営
し
'
同
島
旅
行
者
の
塵

を
計
っ
た
o
バ
リ
島
以
外
に
ス
マ
ー
ラ
の
風
物
も
亦
.
外
人
観
光
客
に
知
ら
れ
'
メ
ダ
ン
1

㌧
ハ
ダ
ン
･
ル
ー
ト
は
好
適
の
観
光
旅
行

コ

ー
ス
と
な
っ
た
｡
此
の
外
に
､
主
と
し
て
蘭
印
僅
民
の
た
め
､
モ
ル
ツ
カ
を
経
由
し
て
比
島
'
印
度
支
部
､
タ
イ
等
に
向
ふ
観
光
族
行
線

も
開
始
さ
れ
た
｡
し
か
し
乍
ら

一
九
三
〇
年
に
於
け
る
恐
慌
の
襲
釆
と
共
に
是
等
の
観
光
族
行
線
は
休
止
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
｡

南
太
平
洋
航
路
の
開
設

1
九
二
八
年
二
月
に
は

L
e
M
aire
に
よ
っ
て
ヌ
メ
7
線
の
第

1
回
航
海
が
行
は
れ
た
O

一
九
二
九
年
に
至

っ
て
此
の
級
は
サ
イ
ゴ
ン
I
L
,h
ヤ
ワ
ー

ヌ
メ
了
を
結
ぶ
こ
と
1
な
り
~
ポ
ー
ト

･
モ
ー
ス
ビ
イ

(
パ
プ
ア
)
サ
マ
ラ
イ

(英
領

-一
ユ

ー
ギ

一(
ア
)
､
ラ
バ
ウ
ル
(
ニ
ュ
ウ
･
ブ
リ
ク
ーー
ヤ
)
及
び
ポ
ー
ト
･
ヴ
ィ
ラ
に
寄
港
し
て
ジ
ャ
ワ
苦
カ
の
多
数
居
住
す
る
ヌ
メ
ア

(
ニ
ュ

-
･
カ
レ
ド

ニ
ア
)
よ
り
シ
ド
ニ
ー
に
至
り
'
再
び
ポ
ー
ト

･
モ
ー
ス
ビ
ー
を
経
て
ジ
ャ
ワ
及
び
サ
イ
ゴ
ン
に
障
航
す
る
の
で
あ
っ
た
o

此
の
サ
イ
ゴ
ン
-

ジ
ャ
ワ

-
1ヌ
メ
ア
紋
は

1
九
三
七
年
三
月
に
四
千
噸
級
の
新
造
モ
ー
タ
ー
櫓

M
aetsuycker(
四
､
1
三

一
頓
.

一

五
節
)
に
よ
っ
て
一三

-

･
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
迄
延
長
せ
ら
れ
~
南
太
平
洋
組
と
改
構
せ
ら
れ
'
同
糖
と

H
outm
an
の
二
宴
に
て
月

1
回

の
航
海
が
開
始
せ
ら
れ
た
｡
此
の
線
は
貨
客
共
に
そ
の
蓮
蓮
に
預
朔
以
上
の
成
績
を
患
さ
め
た
o

鼓
へ

Jt
ユ
ー
ギ

Jt
ヤ
(
は
砂
糖
'
織
物
t

Jニ

ー
ヘ
ブ
ラ
イ
ヅ
'
及
び

ニ
ュ
ー

カ
レ
ド
ー]
ヤ
(
は
釆
'

セ
メ
ン
ト
'
新
西
伯

(
は
タ
ピ
オ
カ
t
.ハ
-
ム
オ

イ
ル
'
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
碓
記

(
海
峡
枯
民
地
産
)
.
粗
糖
'
カ
ポ
ッ
ク
等
が
迭
ら
れ
'
新
酉
南
よ
Sn
は
ミ
ル
ク
へ
玲
赦
貨
物
が
輸
入
さ
れ
た

ア
フ
リ
カ
航
路
の
開
設

K
･
P<
･
班
の
航
路
は

一
九
三

1
年
に
ア
フ
リ
カ
に
延
び
ー
南
ア
フ
リ
カ
及
び
東
7
7
;
,
カ
と
極
東
と
を
結
び

つ
け
た
｡
即
ち
同
年
四
月
に

H
outm
an
が
此
の
航
路
に
就
航
し
た
｡
往
時
の
オ
ラ
ン
ダ
束
印
度
合
杜
の
航
路
の
復
活
は
蘭
印
及
び
南
阿



に
好
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
み
な
ら
ず
､
比
の
線
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
支
部
及
び
比
島
も
亦
､
利
益
を
受
-
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
｡
此

線
も
営
業
成
績
が
良
好
で
あ
り
､
航
海
短
に
貨
客
の
増
加
が
見
ら
れ
､
よ
-
大
な
る
鴇
舶
の
就
航
を
見
た
の
で
あ
っ
た
が
､

一
九
三
五
年

に
は

一
高
五
千
噸
級
の
近
代
的
快
速
モ
ー
タ
ー
船
三
菱
が
畿
話
せ
ら
れ
､
此
等
の
三
菱
は
E
･
P<
･
P
t
の
創
設
者
の
名
に
因
ん
で
そ
れ

′ぐI

B
o
is
v
a
in
,
R
u
y
s
.

及
び

T
eg
elb
erg
と
名
付
け
ら
れ
た
｡
此
等
は

1
九
三
七
年
に
極
東

～

ジ
ャ
ワ

Ⅰ
ア
フ
リ
カ
線

(従
乗
の
南
ア
フ

リ

カ
線
及
び
東
ア
フ
リ
カ
線
は

1
つ
に
統
合
せ
ら
れ
た
)
に
就
航
し
た
O
極
東
I

ジ
ヤ
プ
ー
ア
フ
リ
カ
線
の
ル
ー
･L
は
上
海
-
香
港
-

マ
It
t7
-
サ
イ
ゴ
ン
-
.''1
ン
n
ツ
ク

ー
新
嘉
披

1
バ
ク
ビ
ヤ
ー
マ
ウ
リ
シ
ャ
ス
ー
レ
ユ
土
オ
ン
～
ク
マ
ク
ヴ
ェ
ー
ル
ー
レ
ン
ソ

･
マ
ル
ク

-
ダ
ー
バ
ン
ー
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
ー
モ
ツ
セ
ル
バ
イ
ー
ポ
ー
･L
エ
リ
ザ
ベ
ス
-
イ
ー
ス
･L
･
p
ン
ド
ン
-

マ
ウ
サ
シ
ャ
ス
t
レ
ユ
ニ
オ
ン
-

ク
マ
タ
グ
ェ
ー
ザ
ン
ジ
バ
ル
-
1

モ
ン
バ
サ
ー

マ
-

エ
ー
べ
ラ
ワ
ン
･
デ
リ
ー
ー
新
嘉
披
1
香
港
-
上
海
で
あ
る
｡

♪ブ

一
九
三
九
年
に
は
六
千
五
百
噸
級
の
新
造
快
速
モ
ー
タ
ー
胎

Straat
Soend
a

及
び

S
traat
M
atak
k
a
に
よ
-
､
盤
谷

I
tジ
ャ
ワ
-

ア

フ
タ
力
線

(前
年
五
千
噸
級
の

B
on
tek
o
e
及
び
今
'

t
隻
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
)
が
揖
充
せ
ら
れ
た
｡
此
の
ル
ー
ト
は

.I(
ン
コ
ッ

ク
及
び
サ
イ
ゴ
ン
～
'''T
ク
ビ
ヤ
ー
モ
ウ
リ
シ
ャ
ス
I
レ
ユ
ニ
オ
ン
-
ベ
イ
ラ
ー
ル
ー
レ
ン
ソ

･
マ
ル
ク

-
ダ
ー
バ
ン
-
新
嘉
吸
で
あ
る
o

証
へ
ア
フ
リ
カ
航
路
往
航
の
窯
物
は
パ
ー

ム
オ
イ
ル
､
コ
､
ナ
ッ
ト
オ
イ
ル
r
木
材
'
皮
革
'
繊
維
類
､
硫
黄
等
で
あ
る
が
'
将
来
'
茶
'
タ
ピ
オ
カ
'
カ

ポ
ッ
ク
へ
藤
等
の
輸
出
増
加
が
見
込

ま
れ
て
居
る
O
蕗
航
は
石
炭
が
主
で
あ
ち
.

南
大
西
洋
航
路
の
開
設

蘭
印
よ
-
南
米
諸
因

へ
の
輸
出
貿
易
は
近
釆
著
し
-
増
加

し
∵

一
九
三
五
年
に
は

二

〇
二
九
･1
ン
二

二
六

年
に
は
七
'
二
三
七
ト
ン
'
三
七
年
に
は

一
高
ト
ン
を
突
破
し
'

〓

'四
三
六
ト
ン
と
な

り
､
三
八
年
に
は

1
四
'
1
0
0
J･
ン
と
な
つ

蘭
印
E

･P
･
誠
の
一
考
察

(
七

〇
一
)

1
0
7



第
七
十
番

第
五
放

(
七

〇
二
)

一
〇
二

た
｡
従
っ
て
~
雨
着
の
間
に
直
接
通
商
路
を
開
-
こ
と
は
懸
案
と
な
っ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
.
即
ち
､
従
来
蘭
印
と
南
米
と
の
貿
易
は
本

国
経
由
の
も
の
以
外
に
南
阿
の
ダ
ー
バ
ン
を
仲
絹
地
と
し
て
行
は
れ
て
居
た
｡
即
ち
t
E
･P･
･
M
の
ア
フ
サ
カ
航
路
は
ダ
ー
バ
ン
に
於
て

ド
イ
ツ
LA
･D
･
も
の
南
米
航
路
と
連
絡
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
､

1
九
三
九
年
九
月
ー
第
二
攻
欧
洲
大
戦
が
勃
畿
し
､
Ⅳ
･
D
･
も
に
よ
る

南
米
と
南
阿
と
の
連
絡
が
休
止
す
る
に
至
っ
た
た
め
､
K
･P
･
P
lは

一
九
三
九
年
十
二
月
よ
-

Jap
a
la
(
三
'
三
二
三
噸
､

一〇
節
)
及

び

B
a
ntam
(
三
'
三
三

一頓
､

l
O
齢
)
の
術
胎
に
て
南
大
西
洋
航
路
を
開
始
し
た
｡
此
の
航
路
は
南
阿
の
ダ
ー
バ
ン
よ
-
南
米
の
モ
ン

テ
ヴ
ィ
デ
オ
､
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
､
サ
ン
ト
ス
を
経
て
リ
オ
･
ヂ

･
ジ
ヤ
ネ
イ
ロ
に
至
少

､
そ
れ
よ
-
引
返
し
.
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
を
経

由
し
ダ
ー
バ
ン
に
蹄
航
す
る
も
の
で
あ
っ
た
O
而
し
て
ダ
ー
バ
ン
に
於
て
自
社
の
極
東
ア
フ
リ
カ
航
路
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
､

1
九
的
〇
年
五
月
､
猫
逸
軍
の
オ
ラ
ン
ダ
侵
入
に
よ
-
'
オ
ラ
ン
ダ
自
身
が
戦
率
に
捲
込
ま
れ
る
に
至
-
I
R
･P,
･
班
も
そ
の
活
動
を

一

時
休
止
す
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
｡

註
'
南
米
諸
国

へ
の
貨
物
は

コ
-
ヒ
'
米
､
茶
'
ゴ
ム
へ
砂
糖
'
落
花
生
'
サ
イ
ザ
ル
等
で
あ
り
'
南
米
諸
固
よ
り
は
肉
類
が
主
で
あ

っ
た
｡

五

以
上
は
過
去
牛
世
紀
に
於
け
る
Ⅹ
･
Pl
･
M
畿
展
史
の
概
要
で
あ
る
が
､
之
を
要
す
る
に
創
業
常
時
十
数
年
は
領
内
航
路
の
畿
達
に
力
を

注
ぎ
､
基
礎
の
漸
-
固
-
成
る
に
及
ん
で
海
外
航
路
に
進
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
'
後
に
も
述
ぶ
る
如
-
'
今
日
に
於
て
も
侍
'
近
海
航

路
的
性
格
が
前
面
に
あ
ら
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
｡
し
か
し
て
此
の
海
外
航
路
進
出
に
伴
ふ
軽
費
の
増
大
､
特
に
減
債
鉛
却
費
の
増
大
は

E
･P
･
誠
の
財
政
に

l
つ
の
負
槍
を
加
ふ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
宵
で
あ
.る
O



第三表 K･P･M船舶隻数及噸数 (1M:S-0.35335噸)

年次 隻 数 組容積 絶噸数 一隻平均

舵汽 三詔 合計 M3 噸数

1929 120 17 137 765,554 270,509 1.975

19;I,0 113 32 145 807,57㌶ 285,356 1.968

1931 112 32 144 816,ド,02 288,らlo 2.004

1932 1.10 34 144 815,807 288,265 2.00三三

l9こ',3 105 33 138 805,657 284,679 2.06Li

19li4 93 33 131 779,5i29 i175,447 2.103
]91主5 94 35 129 783,705 276,922 2.147

19;.'>6 93 35 128 762,255 269,343 2.104

193719:),8 93 38 131 779,153 27,5,314 2.102
(註) Ind呈schVerslagに よる｡

唯
'
書
々
の
注
意
す
べ
き
は
植
民
地
の
開
頚
､
経
営
の
上
に
於
て
交
通
機

関
1

蘭
印
の
如
き
地
理
的
煤
件
の
植
民
地
に
あ
つ
て
は
船
舶
-

が
如
何

に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
｡
特
に
K

･P
･M
の
創

立
常
初
十
数
年
間
の
如
き
は
外
領
の
治
安
も
末
だ
確
立
せ
ず
'
暴
動
も
屡
々

起
っ
た
が
.
此
の
暴
動
の
黄
塵
-

そ
れ
は
開
塾
を
行
ふ
た
め
の
先
決
煤
件

で
あ
る
が
1

-
に
対
し
て
K

･P
･M
が
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
封
し
て
な
し
た
る

貢
献
は
こ
向
-
評
慣
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
｡

次
に
最
近
十
ヶ
年
に
於
け
る
K

･P
･M
の
所
有
糖
舶
の
隻
数
及
び
噸
数
を

示
せ
ば
上
表
の
通
-
で
あ
る
｡
(
第
三
表
参
照
)

K

･P
･M
は
現
在
所
有
船
舶
百
三
十
飴
宴
､
そ
の
絶
噸
数
三
十
寓
噸
を
超

え
る
オ
ラ
ン
ダ
鼓
大
の
汽
船
合
計
の

1
で
あ
る
が
､
そ
の
船
舶
中
級
噸
数
四

千
噸
を
超
ゆ
る
も
の
は
次
表
に
示
す
如
-
僅
か
に
二
十

1
隻
に
過
ぎ
な
い
｡
し
か
も
そ
の
噸
数
は
合
計
十
四
寓
六
千
噸
に
達
し
､
全
胎
舶

の
紙
噸
数
の
年
ぼ
近
-
を
占
め
て
居
る
の
で
あ
る
｡
(
第
四
表
参
照
)

こ
れ
に
よ
っ
て
知
-
得
る
こ
と
は
K

･P
･M
は
屡
倒
的
に
近
海
航
路
的
性
格
を
有
す
る
こ
と
で
あ
-
､
次
に
摘
ぐ
る
K

･P
･M
の
貨
客

愉
迭
統
計
及
び
其
の
運
航
浬
数
も
此
の
こ
と
を
明
か
に
示
し
て
居
る
｡
(第
五
~
六
表
参
照
)

(
註
)

数

字

は

i
n
d
is
c
h
V
e
rsh
g

に
よ
る
｡

蘭
印
五

･P
･
M
の

1
考
察

(
七
〇
三)

一

〇
三



第四表 一九三九年現在K･1'･hII賠舶表
(四千噸以上)

(
七

〇
四
)

1〇
四

(註) Lloyd'sRegisterofShiLjPing,
Drvectol･yOfShipoWners,Shipbuilders

&MarineEngineers,及びShipping

WorldYeaT｣)00kに煉る｡

l
股
的
に
云
っ
て
沿
岸

･

近
海
航
路
は
遠
洋
航
路
に
此

し
て
有
利
で
あ
る
と
云
は
れ

る
が
､
K
･P
･M
は
二
つ
の

鮎
に
於
て
1
瞥
有

利

で
あ

る
｡
即
ち
ー
(
一
)束
印
度
諸

島
は
沿
岸

･
近
海
航
路
に
と

っ
て
は
理
想
的
な
る
地
理
的

保
件
を
僻

へ
て
居
る
こ
と
~

3
1
-1

沌

(
二
)K
･P
･M
に
封
す
る
競
尊
者
が
極
め
て
少
-
､
蕃
茸
上
､
猫
占
的
地
位
を
占
め
て
居
る
こ
と

ー

こ

れ
で
あ
る
.
特
に
第
二
の
鮎
は
世

界
の
他
の
地
方
で
は
沿
岸

･
近
海
航
路
に
は
激
烈
な
る
競
寧
が
行
は
れ
て
居
る
こ
と
よ
-
す
れ
ば
極
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
｡
し
か
し

な
が
ら
此
の
K
･P
･M
の
猫
占
的
地
位
に
伴
っ
て
起
る
問
題
は
そ
の
道
賃
の
割
高
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
､

1
股
の
用
心
向
け
ら
れ
て
居
る

の
も
主
と
し
て
此
の
問
題
で
あ
る
｡

蘭
領
東
印
度
の
如
-
東
西
五
千
粁
'
南
北
二
千
肝
に
及
ぶ
荘
洋
た
る
海
上
に
鮎
在
す
る
多
数
の
島
境
を
そ
の
自
然
的
基
礎
と
し
て
成
立

す
る
経
済
血
合
に
於
て
は
､
そ
の
畿
連
の
た
め
に
は
低
廉
な
る
海
上
交
通
手
段
の
存
在
が
最
も
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
今
日
､

此
等
の
諸
島
喚
問
に
至
る
所
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
航
路
網

(
そ
れ
は
約
八
百
五
十
ヶ
所
を
結
ぶ
と
い
は
れ
る
)
を
猫
占
的
に
経
営
す
る



第五表 K ･P･Mの貨客輸蓮統計 (単位､政客千人､貨物千噸)

外 国 間 ii合 計

賓数J%日責数 l%

o
0

0
0

0
0

0
0

0
(U

4
0

3
9

2
0

3
5

6
5

5
4

3
4

3
｢⊥
0
4
4
5
3

00
9

8
2

1
8

5
8

7
7

7
9

6
9

5
1

4
3

3
人U

一4
一7

4
♪U

5
3

6
CQ
3
3

1

1

ウ一

り1

2

3

3

4

真部 這音頭2重

爪ulO

0
q
ハU
O
~バ
U
O
~

Oq~0
0

0
(U

0
0

0
0

0
I

o
0

0
0

0
0

0
hU
0
0

0
0

0
0

0
n
V
0
0

0
0

0
0

0
0

0
(U

0
0

nVnU0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

｢J
1

l
1

1
ユ
l

1
1

1l｢⊥
l

｢⊥
l

l
1

1▲
l

1
1賢 !

- ~ 二二 一∴

1929‡賃叢

･93Oi笠露

･931撲 露

1932i窒露

ユ933接 露

1934t讐嘉

･935援 諾

1936t賃露

1937 t萱冨

･938接 露

K

･
P
･
M
に
封
し
て
1
般
に
最
も
現
-
要
望
さ
れ
て

居
る
の
は
そ
の
運
賃
の
適
正
化
-
低
減
と
云
ふ
鮎
で
あ

る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
既
述
の
如
-
K
･P
･M
の
海
外

航
路
進
出
に
伴
ふ
大
型
始
舶
の
建
造
､
並
び
に
蓮
杭
は

減
債
鏑
却
費
の
増
加
'
軽
費
の
増
大
を
招
き
P
か
1
る

出
費
の
増
寓
は
賃
率
低
下
を
採
算
上
困
難
な
ら
し
む
る

も
の
で
あ
る
O
故
に
交
通
機
閲
と
し
て
の
公
共
性
と
私

営
海
道
食
紅
と
し
て
の
営
利
性
と
の
矛
盾
が
あ
り
'
此

れ
を
如
何
に
調
和
せ
し
む
べ
き
か
と
云
ふ
問
題
が
生
す

(2
)

る

｡

此
の
解
決
策
と
し
て
通
常
唱

へ
ら
る
1
も
の
は
経

営
の
合
理
化
に
よ
っ
て
経
費
の
節
減
を
行
ひ
I
以
て
賃

率
の
低
下
を
は
か
る
べ
L
と
云
ふ
消
極
的
な
る
方
法
で

あ
る
が
､
積
極
的
に
は
外
領
の
開
磯
を
促
進
し
之
に
よ

る
交
通
量
の
増
加
に
よ
っ
て
収
入
の
増
加
､
従
っ
て
安

寧
低
下
に
充
暫
し
得
べ
き
部
分
の
増
加
を
固
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
｡
い
づ
れ
に
せ
よ
､
賃
率
の
適
正
化
を
苦
現
す
る
こ
と
は
'
今
日
t
K
･P
･M
に
輿

へ
ら
れ
た
課
題
で
あ
り
､
そ
の
可
及
的

蘭
印
E

･P<
･
班
の

T
考
察

(
七
〇
五
)

]〇
五



第
七
十
番

第
五
蘇

速
か
な
る
解
決
は
蘭
印
鑑
辞
配
合
の
よ
り
よ
き
畿
展
の
た
め
必
要
で
あ
る
と
思
は
れ
る
O

第六表 K･P･M の蓮 航 理 数 (単位 千路)

1934 1935 1936 1937

形 dj6 % 形55.2

蔚 印 内定 期 (河川 ヲ除ク)河 川 2.90163.5qq4.4 2.9099461.92.0 2.835595.L2.92072

102 80 1.7 1.4

国 印 内 臨 時 206 259 5.5 354 7.5 5】1 9.6

石 炭 及 歴 翰 迭 358 7.8 401 8.5 409 8.7 54910.E;

爪 唾 - 濠 9.L1 136 3.0 148 3.2 145 3.0 139 2.6

チ リ --海 峡-支 那 108 2.4 106 2.3 110 2.3 10三三1.9

爪畦- モウリシャス-甫阿(1) 218 4.8 226 4.8 224 4.7 211 4.0

爪唾-モク7)シャス-束 阿(2) 136 3.0 180 3.8 196 4.12.61.0 188 3.5
サイゴン- レユーオン- マダガスカル 137 3.0 71 1.5 123 12(i2.4
爪 Pii_- 遥 拝 (塞) 54 1.2 67 1.4 50 66 1.2

ラ ン グ ー ン- デ 1} ー 37 0.8 37 0.8 32 0.6 20 0.4

サ イ ゴ ン- モ ル フ ケ ン 23 0.5 3074 0.6 16 0.3 7 0.1

サ イ ゴ ン-爪 畦- ヌ メ ア 66 1.4 1.6 67124 1A 28 0,5南 太 平 洋 (3) 2.6 108244 2.0

英 印 向 臨 時 12 0.3 10 0.2

其 他 外 囲 76 1.7 88 1.9 4.7

1936,1937,こノ､趣東一爪唾-南阿練 卜改 ム

1936,1937,--極東一爪唾一束阿線 tl改 ム

1937-開始サル

(
七

〇
六
)

一〇
六

託
へ
1
)

徴
発
'
蘭
印
の
沿
岸
貿
易
は
外
国

府
舶
に
開
放
き
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
'

7
九
三
六
年
七
月

の
法
伴

に
ょ
っ
て
原
則

と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
船
的
以
外

に
封
し
て
は

閉
鎖
せ
ら
れ
た
'
即
ち
南
印
の
諸
港
を
海

路

(
S
ea
･p
o
rts)
と
沿
岸
港

(
C
o
a
sta
T

p
o
rts
)
と

に

分
ち
'
梅
塔
は
外
飼
舶
舶
に

ヽ
ヽ
l
l
ヽ

開
放
す
る
も
'
沿
岸
港
は
原
則
と
し
て
オ

ラ

ン
ダ
船
舶

に
の
み
開
放
し

た

の

で

あ

る
O
比
の
虚
鑑
は
日
本
船
舶

の
進
出
を
阻

止
す
る
目
的
を
以
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
前

掲
英
国
海
道
委
員
倉
報
告
書
に
も
述
ぶ
る

所
で
あ
り
'
こ
れ
に
ょ
っ
て
英
国
舶
舶
が

さ
し
た
る
不
利
益
を
受
-
る
こ
と
が
な
か

っ
た
こ
と
も
同
報
告
啓

の
誕
む
る
折
で
あ

る
｡
兎
に
角
.
比
の
鹿
置
に
ょ
つ
て
従
前

よ
り
､
国
内
に
於
て
は
有
力
な
る
競
争
宥

恕
有
し
な
か
っ
た
R
･
P
･
M

の
弼
占
的
地

位
が
益
､
碍
化
さ
れ
た

こ
と
は
明
か
で
あ

る
｡

読
(
2

)
比

の
問
題
は
根
本
的
に
は

私
替
禽

赦
E
･P
･
M

に
対
し
て
公
共
性
高

章
二
父
通

事
巣
を

弼
占
的

に
短

資
す
る
JJ
と
を
艶
む

る
制
度
白
組

の
再
鎗

討
を
宴

求す
る
も

の

で
あ
る
が
､
比

の
鮎
は
暫
-
拾

-と
す
る
｡


